
平成29年度「ぼくのゴミどこ行くの？」教室開催

宇和島地区

宇和島地区では、環境意識の普及啓蒙活動として南予地域の小学校の児童たちに身近な地域
の環境問題について理解を深め、環境保全活動への積極的な参加を育む取り組みとして、平成
29年10月 4 日㈬愛南町立一本松小学校において、 4 、 6 年生の児童40名を対象に「ぼくのゴミ
どこ行くの？」教室を開催いたしました。

宇和島保健所の芝様に講師をお願いいたしまして、10時20分から11時05分までの45分間の環
境授業を行い、「わたしたちが生活していれば必ずゴミは出る」、「ゴミにはどんな種類がある
の？」、「ゴミについて困ったことは？」、「ゴミを適正処理することが大切！」　について、児
童たちに分かりやすく講演をしていただきました。

また、「ゴミについてのクイズ」では、多くの児童が積極的に発表を行い、児童たちも地域
の身近な環境問題として関心をもって受講していただきました。

児童からは「日本がゴミだらけにならないよう積極的に 3 Ｒに取り組みたい」、「家族や地域
の人にも教わったことを知らせたい」、「環境を破壊しないようルールを守りたい」という多く
の感想をいただきました。

環境教室で学んだことをもとに、ごみの処理や有効利用と自分たちの生活との関わりを理解
し、ごみの減量やリサイクルなど児童たちが協力できることを考えて、環境保全活動に取り組
まれることと思います。

今後も、環境意識の普及啓蒙活動として南予地域の小学校で開催する予定です。　
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地区だより
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